
1 

 

令和３年度（第１１期）事業報告 

 

 

Ⅰ 法人運営管理 

１．総会 

【令和３年度定時総会】 

令和３年６月１８日 於 兵庫県農業会館１０階１０５・１０６号会議室 

報 告 

報告事項１ 令和２年度（第１０期）事業報告について 

議 事 

第１号議案 令和２年度財務諸表(貸借対照表、正味財産増減計算書)及

び附属明細書並びに財産目録の承認について 

第２号議案 任期満了に伴う役員の選任について 

第３号議案 令和３年度役員の報酬について 

第４号議案 令和３年度経費の負担及び徴収方法について 

第５号議案 附帯決議について 

 

【令和３年度臨時総会】 

令和３年８月２４日 於 兵庫県農業会館６階全農兵庫県本部会議室 

議 事 

第１号議案 役員の補欠選任について 

 

２．理事会 

【第１回理事会】 

令和３年６月３日 於 兵庫県農業会館１０階１０２号会議室 

報 告 

（１）会長及び専務理事の職務の執行状況について 

議 事 

（１）令和２年度（第１０期）事業報告について 

（２）令和２年度財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書）及び附属

明細書並びに財産目録について 

（３）任期満了に伴う役員の選任について 

（４）令和３年度役員の報酬について 

（５）令和３年度経費の負担及び徴収方法について 

（６）令和３年度定時総会の日時及び場所、議案等について 
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【第２回理事会】 

令和３年６月１８日 於 兵庫県農業会館１０階１０５・１０６号会議室 

議 事 

（１）会長、副会長及び専務理事の選定について 

 

【第３回理事会】 

定款第３２条第２項の規定による理事会の決議の省略 

令和３年７月２１日付け 

提案内容 令和３年度第１回臨時総会を次のとおり招集する 

（１）日 時 令和３年８月２４日（火）１５時３０分から 

（２）場 所 兵庫県農業会館６階全農兵庫県本部会議室 

（３）議 事 

第１号議案 役員の補欠選任について 

 

【第４回理事会】 

令和３年８月２４日 於 兵庫県農業会館６階全農兵庫県本部会議室 

議 事 

（１）会長の選定について 

 

【第５回理事会】 

定款第３２条第２項の規定による理事会の決議の省略 

令和４年２月２日付け 

提案内容 肉用牛に係る積立金管理者の指定申請について 

     畜産経営の安定に関する法律施行規則第４条３号に基づく積立

金の指定管理者となるため応募する 

 

【第６回理事会】 

令和４年３月１１日 於 兵庫県農業会館６階全農兵庫県本部会議室 

報 告 

（１）令和３年度（第１１期）事業執行状況並びに会長及び専務理事の職

務の執行状況について 

議 事 

（１）令和３年度補正予算（案）について 

（２）令和４年度事業計画（案）、収支予算（案）並びに資金調達及び設

備投資の見込みについて 

（３）借入金最高限度額並びに借入先について 

（４）余裕金預入れ先について 
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（５）肉用子牛生産者補給金制度について 

（６）肥育肉用牛価格安定対策事業について 

（７）家畜衛生指導事業について 

 

３．監事会 

令和３年５月２５日 於 兵庫県農業会館１０階１０４号室 

令和２年度財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書）及び附属明細書

並びに財産目録、令和２年度事業報告の内容について監査を受け、適正であ

ると認められた 

 

４．会員の状況 

区分 期首 入会 脱退 期末 

正会員 43 0 0 43 

賛助会員 2 0 0 2 

計 45 0 0 45 
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Ⅱ 公益目的事業 

１ 畜産に関する生産の振興に関する事業（公１） 

１．畜産農家生産・経営技術支援指導事業 

（定款第４条第１号、第７号、第８号） 

県内畜産農家等の生産・経営技術の向上を図るため、畜産農家の経営支援

並びに情報提供を行った 

（１）畜産農家等に対する経営診断等による生産・経営技術支援指導を実施し

た 

① 個別支援指導 実施件数 

区分 
経営診断 

改善指導 

経営管理 

技術指導 

生産技術 

指  導 

フォロー 

アップ指導 
計 

酪農 ２ ２ ２ １ ７ 

肉用牛 ４ １ ２ ２ ９ 

養豚   １  １ 

採卵鶏   ２ １ ３ 

ブロイラー   １  １ 

その他      

計 ６ ３ ８ ４ ２１ 

② 畜産コンサルタントの設置 

区分 人員 職種等 

総括畜産コンサルタント 3  

畜産コンサルタント 3  

非常勤畜産コンサルタント 33 県職員20、団体職員9、学識経験者4 

畜産シニアコンサルタント 1  

（２）畜産農家等の支援指導を効果的かつ効率的に行うためにコンピュータ関

連機器の整備（ノートブック型パソコン） 

（３）畜産農家に対する効率的・効果的な支援指導を行うため、畜産経営に関す

る情報の蓄積・インターネットの兵庫県ホームページ(ひょうごのちくさん

広場)において県内の畜産関連情報を広く提供した 

（４）畜産技術者向け情報誌 「畜産技術ひょうご」（第１４０号から１４２号

まで３回）の発行、Ｅメール、インターネットによる配信 

 

２．肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事

業、家畜市場の簡易な整備支援事業）（定款第４条第１号） 

中核的担い手の優良な繁殖雌牛の増頭支援、遺伝的に多様な系統群の確保

による改良に必要な繁殖雌牛の導入、地域の改良に必要な優良繁殖雌牛の導

入、繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛舎等の整備、高齢化等に対処する肉用牛
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ヘルパー組織への支援を実施することにより、地域生産基盤の拡大、畜産経

営安定化の実現のために助成した 

（１）肉用牛生産基盤強化対策事業 

① 中核的担い手育成増進推進 

地域の中核的担い手が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に、増頭

実績に応じた奨励金を交付した 

 事業実施者１、対象頭数 50頭 

② 遺伝的多様性に配慮した改良基礎確保 

遺伝的に多様な系統群の確保による改良に必要な繁殖雌牛の導入に対し

て奨励金を交付した 

 事業実施者１，対象頭数 48頭 

③ 優良繁殖雌牛導入支援 

地域の改良に必要な優良繁殖雌牛の導入を通じて改良基盤を維持するた

め、導入計画に基づき生産者集団等への奨励金を交付した 

 事業実施者１、対象頭数 3頭 

④ 繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛舎等の整備 

肉用牛経営の育成及び繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛舎の整備、施設の

改造に必要な資材の支給及び器具機材の導入に要する経費を助成した 

 事業実施者２、簡易牛舎の整備 0、器具機材の導入 3件 

⑤ 肉用牛ヘルパー推進 

肉用牛ヘルパー組合が実施する事業に要する経費、利用促進費について

助成した 

 事業実施者３、利用述べ 3,306回 

⑥ 肉用牛振興推進指導 

①から⑤の事業を円滑に実施するための会議の開催、事業の推進指導を

実施するとともに、生産基盤の拡大、畜産経営安定化の実現のための支援

を実施した 

 

３．畜産経営技術指導事業（地域畜産支援指導等体制強化） 

（定款第４条第１号） 

兵庫県畜産の振興を図るため、県の支援を受けて地域畜産支援指導等の体制

強化を図った 

（１）畜産経営の支援体制の強化 

（２）地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供 

（３）馬事普及啓発の推進体制の強化 
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４．畜産特別資金等推進指導事業（定款第４条第１号） 

畜産特別資金等借入者の経営改善指導を行い、事業の円滑な推進を図るとと

もに、県内において地域の経営状況等の把握により畜産経営の向上を図った 

（１）県支援推進協議会の開催 

（２）融資機関への指導・助言 

（３）経営改善計画の作成・見直し及び達成指導 

（４）（１）から（３）を円滑に実施するための会議への出席、事業の推進事務 

対象者 1（酪農経営） 

 

５．畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（全国推進事業） 

（定款第４条第９号） 

畜産クラスターに係る取組みを全国で推進するために必要な情報を得るため、

先進的な経営体等を対象に経営内容の実態調査を行った 

  肉用牛経営 4事例、酪農経営 2事例 

 

６．畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る業務 

（定款第４条第１号） 

畜産クラスター計画に位置付けられた中心的な経営体に対し、施設整備との

一体性も確保しつつ、収益力の強化等に必要な機械の導入を支援することとし

ており、その事業の一部について、事業実施主体である（公社）中央畜産会よ

り県段階の事業諸手続等の窓口団体として実施した 

事業実施者 4協議会、機械導入 88台 

 

７．畜産経営体生産性向上対策事業（ＩＣＴ化等機械装置導入事業） 

（定款第４条第１号） 

畜産ＩＣＴ化応援計画に基づき、労働負担軽減経営体がＩＣＴに対応した機

械装置を導入する場合に、取得に必要な費用の一部をＩＣＴ応援会議に対して

補助した 

事業実施者 1協議会、機械装置導入 22台 

 

８．酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（定款第４条第１号） 

酪農経営者の労働負担軽減に資する省力化機械装置の導入と一体的な施設の

整備並びに集合施設で搾乳などに関する作業を共同で省力的に行うモデル的な

取組を支援した 
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９．令和２年度肥育牛経営等緊急支援特別対策事業（肥育生産支援事業） 

（定款第４条第１号） 

令和２年度に係る肥育体質の強化を図るために肥育牛経営強化計画を策定し

た肥育経営体に対して出荷頭数に応じた奨励金を交付した 

  代行交付 489頭、9,780千円 

 

１０．肥育牛経営改善等緊急対策事業（肥育牛経営等緊急支援特別対策事業） 

（定款第４条第１号） 

令和３年度に係る肥育体質の強化を図るために肥育牛経営強化計画を策定し

た肥育経営体に対して出荷頭数に応じた奨励金を交付した 

  代行交付 2,939頭、58,780千円 

 

１１．畜産近代化リース協会貸付事業指導等事業（定款第４条第１号） 

公益財団法人畜産近代化リース協会の貸付物件の現地調査及び貸付農家に対

する経営・技術指導を行った 

調査・確認基数 28基 

 

１２．畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（生産基盤拡大加速化事業） 

（定款第４条第１号） 

輸出の拡大に向けて和牛の増産を推進するため、畜産クラスター計画に基づ

き、優良な繁殖雌牛を増頭した経営体に実績に応じた奨励金を交付した 

事業実施者 12、参加経営者 249名、対象頭数 511頭 
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２ 畜産経営の安定のための価格差補てん金の交付に関する事業（公２） 

１．肉用子牛生産者補給金制度事業（定款第４条第２号） 

肉用子牛生産安定等特別措置法に基づき、牛肉の輸入自由化による価格低落

等の影響が最終的に転嫁される肉用子牛生産者に対し、価格の低落時に補給金

を交付し、肉用子牛の再生産を安定確保し食肉に係る畜産の健全な発展を図っ

た 

（１）事務委託先１４団体、加入農家１，１０３戸 

（２）個体登録頭数                       (単位：頭) 

区分 黒毛和種 褐毛和種 
その他 

肉専用種 
乳用種 交雑種 計 

頭数 10,148 0 2 50 1,020 11,220 

（３）肉用子牛生産者積立金造成状況             (単位：頭、円) 

区分 
契約 

頭数 

積立 

単価 
積立額 

負担区分 

農畜産業 

振興機構 
県 生産者 

黒毛和種 10,148 1,600 16,236,800 8,118,400 4,059,200 4,059,200 

褐毛和種 0 6,000 0 0 0 0 

その他肉専用種 2 18,800 37,600 18,800 9,400 9,400 

乳用種 50 6,800 340,000 170,000 85,000 85,000 

交雑種 1,020 3,200 3,264,000 1,632,000 816,000 816,000 

計 11,220 － 19,878,400 9,939,200 4,969,600 4,969,600 

 

契約生産者の１頭当たりの積立金額                  (単位：円) 

区分 黒毛和種 褐毛和種 
その他の 

肉専用種 

肉専用種以外の品種 

乳用種 交雑種 

生産者積立金単価 400 1,500 4,700 1,700 800 
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（４）指定肉用子牛の保証基準価格、合理化目標価格ならびに平均売買価格 

                              (単位：円／頭) 

区分 黒毛和種 褐毛和種 
その他の 

肉専用種 

肉専用種以外の品種 

乳用種 交雑種 

保証基準価格 541,000 498,000 320,000 164,000 274,000 

合理化目標価格 429,000 395,000 253,000 110,000 216,000 

第４四半期 

(1～3月) 
774,500 721,900 297,300 249,800 380,500 

第１四半期 

(4～6月) 
756,000 666,300 － 246,300 339,000 

第２四半期 

(7～9月) 
720,400 600,500 － 245,300 326,900 

第３四半期 

(10～12月) 
738,100 659,800 － 273,600 315,400 

※その他の肉専用種については、令和２年度第１四半期より、算定期間が４～３月の１年 

（５）補給金交付状況                    (単位：円、頭) 

区分 
黒毛 

和種 

褐毛 

和種 

その他の 

肉専用種 
乳用種 交雑種 合計 

第４四半期 

(1～3月) 

単価 0 0 22,700 0 0 ― 

頭数 0 0 0 0 0 0 

金額 0 0 0 0 0 0 

第１四半期 

(4～6月) 

単価 0 0 0 0 0 ― 

頭数 0 0 0 0 0 0 

金額 0 0 0 0 0 0 

第２四半期 

(7～9月) 

単価 0 0 0 0 0 ― 

頭数 0 0 0 0 0 0 

金額 0 0 0 0 0 0 

第３四半期 

(10～12月) 

単価 0 0 0 0 0 ― 

頭数 0 0 0 0 0 0 

金額 0 0 0 0 0 0 

合計 

単価 ― ― ― ― ― ― 

頭数 0 0 0 0 0 0 

金額 0 0 0 0 0 0 

 

２．肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業（定款第４条第２号） 

（１）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業 

肉用子牛生産者補給金制度の円滑かつ適正な実施体制の確保及び肉用子牛
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の取引情報等を収集することにより肉用子牛生産の安定及び肉用牛経営の安

定的発展を図った 

① 制度運営適正化推進事業 

② 指定協会調査指導事業 

調査指導委嘱員  ２名 

調査指導委嘱団体 １団体（全国和牛登録協会兵庫県支部） 

（２）指定協会運営体制支援事業 

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施体制を確保するため、県知事の指

定を受けた協会の運営体制の強化を図った 

 

３．肉用牛肥育経営安定交付金制度事業（定款第４条第３号） 

畜産経営の安定に関する法律に基づき、標準的販売価格が標準的生産費を下

回った場合に、肉用牛生産者の経営に及ぼす影響を緩和するための交付金を交

付することにより、肉用牛肥育経営の安定を図った 

標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合、その差額の９割を交付金と

して交付 (交付金のうち４分の１に相当する額は、生産者の積立てによる基金

から支出）した 

事務委託先１３団体、加入農家１５６戸 

（１）推進会議の開催 

（２）事業の普及・啓発活動 

（３）調査及び指導 

（４）個体登録頭数                       (単位：頭) 

区分 肉専用種 交雑種 乳用種 計 

頭数 14,231 3,726 475 18,432 

（５）生産者負担金納入状況                  (単位：頭、円) 

区分 

頭数 生産者負担金 

納付注1 

猶予 

通常注2 

納付 
計 

納付注1 

猶予 

通常注2 

納付 
計 

肉専用種 4,796 11,244 16,040 45,583,371 56,220,000 101,803,371 

交雑種 1,550 3,104 4,654 14,305,091 40,352,000 54,657,091 

乳用種 264 403 667 2,179,547 4,433,000 6,612,547 

計 6,610 14,751 21,361 62,068,009 101,005,000 163,073,009 

注1：令和２年４月から令和３年５月までの期間中に請求月齢を迎えた登録牛並びに請求

前販売された登録牛は、交付金交付時点まで納付を猶予し、交付金単価の1/4相当額を

負担金として相殺し、国費分3/4のみを交付（実質免除） 

注2：令和３年６月期の請求月齢を迎えた登録牛から通常通りの負担金納付 

（肉専用種：5,000円/頭、交雑種13,000円/頭、乳用種11,000円/頭） 
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（６）肉用牛交付金交付状況                  (単位：頭、円) 

区分 肉専用種 交雑種 乳用種 合計 

令和3年 

1月期精算払 

単価 2,504.55 3,353.8 3,495.1 ― 

頭数 781 291 35 1,107 

金額 1,956,074 731,968 91,745 2,779,787 

令和3年 

2月期 

単価 63,664.65 82,541.7 48,483.9 ― 

頭数 963 269 35 1,267 

金額 61,309,003 16,652,774 1,272,700 79,234,477 

令和3年 

3月期 

単価 39,964.73 26,658.9 54,922.5 ― 

頭数 1,090 297 43 1,430 

金額 43,561,479 5,958,245 1,771,248 51,290,972 

令和3年 

4月期 

単価 ― ― 35,362.8 ― 

頭数 0 0 36 36 

金額 0 0 954,794 954,794 

令和3年 

5月期 

単価 22,073.4 ― 21,505.5 ― 

頭数 930 0 38 968 

金額 15,396,121 0 612,905 16,009,026 

令和3年 

6月期 

単価 18,768.6 26,485.2 29,786.4 ― 

頭数 1,039 283 33 1,355 

金額 360,622,488 49,317,190 1,971,233 21,170,834 

令和3年 

7月期 

単価 ― 40,140.9 33,510.6 ― 

頭数 0 282 40 322 

金額 0 8,991,549 1,172,869 10,164,418 

令和3年 

8月期 

単価 ― 61,515.0 29,024.1 ― 

頭数 0 262 40 302 

金額 0 13,917,763 1,124,683 15,042,446 

令和3年 

9月期 

単価 ― 20,589.3 35,327.7 ― 

頭数 0 288 37 325 

金額 0 5,734,106 1,254,131 6,988,237 

令和3年 

10月期 

単価 ― 17,713.8 22,146.3 ― 

頭数 0 308 37 345 

金額 0 5,362,844 797,264 6,160,108 

令和3年 

11月期 

単価 ― ― 33,033.6 ― 

頭数 0 0 50 50 

金額 0 0 1,610,385 1,610,385 
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区分 肉専用種 交雑種 乳用種 合計 

令和3年 

12月期 

単価 ― ― 40,420.8 ― 

頭数 0 0 33 33 

金額 0 0 1,273,253 1,273,253 

令和4年 

1月期概算 

単価   45.274.8  

頭数   32  

金額   1,448,791  

合計 
頭数 4,803 2,280 489 7,572 

金額 136,880,885 63,109,770 14,136,873 214,127,528 

積立金基金が払底した肉専用種並びに全品種負担猶予牛については、交付金単価のう

ち国費分にあたる3/4のみを交付 

 

４．肥育肉用牛価格安定対策事業（定款第４条第３号） 

但馬牛・神戸ビーフの安定的な生産・供給を促進するため、牛枝肉価格の変

動により生ずる損失に対して、生産者、農協等が造成した基金から補てん金を

交付し、但馬牛肥育の奨励並びに地域一貫生産体制の強化を図った 

（１）補てん準備金の造成状況                  (単位：円) 

区分 金額 

負担区分 

備考 
加入農家 加入農協等 

全農県本部

等 

導入積立金 2,441,500 1,799,000 321,250 321,250 257頭 

販売積立金 1,720,000 1,290,000 215,000 215,000   215頭 

計 4,161,500 3,089,000 536,250 536,250  

（２）加入状況                         (単位：頭) 

区分 
R3.4.1現在 

加入頭数 
導入頭数 販売頭数 事故頭数 

R4.3.31現在 

加入頭数 

頭数 1,900 257 343 3 1,811 
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（３）補てん金交付額                    (単位：頭、円) 

月 
標準 

取引価格 

上限 

基準価格 

下限 

基準価格 

ﾏﾙｷﾝ 

交付金 

補てん 

金額 

１頭当たり 

補てん額 

販売 

頭数 

補てん 

金額 

１ 

２ 

３ 

3,160 

3,082 

3,040 

3,819 

3,791 

3,539 

3,586 

3,558 

3,306 

有 

有 

有 

291 

329 

171 

 

16,188 

 

22 

15 

21 

910,700 

４ 

５ 

６ 

3,087 

3,035 

3,014 

3,493 

3,429 

3,309 

3,266 

3,202 

3,082 

有 

有 

有 

179 

129 

35 

 

6,766 

31 

18 

27 

513,800 

７ 

８ 

９ 

3,110 

3,141 

3,135 

3,313 

3,228 

3,134 

3,086 

3,001 

2,907 

無 

無 

無 

0 

0 

0 

 

0 

36 

16 

36 

0 

10 

11 

12 

3,097 

3,302 

3,317 

2,988 

2,951 

2,958 

2,761 

2,724 

2,731 

無 

無 

無 

0 

0 

0 

 

0 

28 

43 

59 

0 

令和3年（1～12月）計 ― ― ― 352 1,424,500 

１ 

２ 

３ 

3,135 

2,973 

3,139 

2,646 

2,532 

2,501 

2,419 

2,305 

2,274 

無 

無 

 

 

 

 

 

 

16 

17 

16 

 

令和3年度（4～3月）計    343 513,800 

標準枝肉重量：425kg（昨年度418㎏）  補てん率：0.8 
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３ 家畜の伝染性疾病の予防、生産衛生に関する事業（公３） 

１．牛疾病検査円滑化推進対策事業（定款第４条第５号） 

（１）死亡牛検査処理安定化対策 

死亡牛について、その発生場所から化製場までの適切な管理・輸送の促進

と死亡牛の適正な処理体制を支援し、死亡牛の円滑な処理の安定化を図った 

死亡牛頭数 216頭（96月齢以上等） 

（２）死亡牛検査支援対策 

牛海綿状脳症特別措置法に規定するサーベイランスとして、兵庫県が行う

死亡牛ＢＳＥ検査が行われるように生産者を支援した 

 

２．家畜生産農場清浄化支援対策事業（定款第４条第５号） 

（１）農場飼養衛生管理強化・疾病流行防止支援対策 

吸血昆虫媒介疾病の予防のためのワクチン接種（アカバネ病）を行い発生

予防の徹底を図った 

アカバネ病ワクチン 9,924頭（実績） 

 

３．環境保全型畜産確立推進事業（定款第４条第６号） 

畜産経営による環境汚染問題及び堆きゅう肥の利用促進についての一体的・

総合的な指導体制を整備するとともに、堆きゅう肥の需給調整・畜産環境保全

のための取り組みを支援することにより、環境に配慮した資源循環型の畜産経

営を育成した 

（１）畜産環境保全研修会の開催 

（２）堆きゅう肥流通促進に係る検討会の開催及び調査 

（３）畜産環境保全・堆きゅう肥利用促進の普及啓発活動 

 

４．馬飼養衛生管理特別対策事業（定款第４条第６号） 

競走馬以外の肥育用・農用・乗用馬等の飼養については、多種多様な形態が

ありその飼養衛生管理環境は脆弱化しつつある。一方、馬の生産・流通の国際

化により感染症の流行の危険性があることから、飼養衛生管理体制の総合的な

整備を図った 

（１）馬飼養衛生管理体制整備委員会の開催 

（２）馬飼養衛生管理技術講習会の開催 

（３）馬獣医療実態・技術指導の実施 

 

５．馬伝染性疾病防疫推進対策事業（馬防疫強化地域推進対策事業） 

（定款第４条第５号） 

競走馬以外の乗用馬等に対する馬インフルエンザのワクチン接種の推進、馬
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飼養衛生状況等の知識の普及啓発を行った 

馬インフルエンザワクチン接種 236頭 

 

６．家畜防疫・衛生指導対策事業（定款第４条第５号、第６号） 

家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ効率的なものとするため、

国家防疫措置に併せて、県内における重要な家畜疾病を対象とした防疫演習、

馬伝染性貧血防疫等の自衛防疫活動を推進するとともに、家畜衛生の向上と

家畜・畜産物の安全性を確保する上で重要なツールである農場ＨＡＣＣＰ認

証に必要な農場での構築指導等、家畜衛生対策を総合的に実施した 

 

７．野生獣衛生体制整備推進確立対策事業（定款第４条第５号） 

中山間地域における野生獣被害低減対策等を支援するため、畜産分野での情

報発信体制の構築・整備、野生獣の衛生実態調査を行った 

捕獲野生獣 シカ 25頭、イノシシ 0頭 

 

８．家畜衛生対策事業（定款第４条第６号） 

（１）鶏病予防普及啓発指導 

鶏病予防とその啓発を行った 

（２）衛生指導対策 

地域における衛生指導対策を行った 

 

４ 畜産に対する理解増進に関する事業（公４） 

１．消費拡大推進事業（定款第４条第１０号） 

長引くコロナ禍の影響により消費活動が低迷する中、畜産物の消費拡大の喚

起を行った 

 

２．地域畜産理解増進事業（定款第４条第１０号） 

畜産物の生産現場や畜産の果たしている役割等に対する消費者の理解を得る

環境づくりを行った 

なお、都市と農村の交流を図るため関係機関と連携した畜産ふれあい体験等

は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施を見合わせた 

 

３．馬事・畜産普及啓発事業（定款第４条第１０号） 

県産畜産物のＰＲや消費拡大のため、園田・姫路競馬場において県産畜産物

の名称を付した冠競走、畜産フェア（畜産物の配布並びに畜産物のプレゼン

ト）を実施した 

なお、競馬観戦ツアーは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施を見
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合わせた 

 

４．ひょうご畜産物のブランド強化事業（定款第４条第１０号） 

県産畜産物ブランドの生産及び消費拡大を図るため、生産者及び関係団体と

連携してＰＲ活動等を実施した 

（１）協議会の開催 

（２）畜産物紹介用パンフレットの作成 

（３）消費拡大キャンペーン等の開催 

 

５ 共通事業（公共通） 

１．「畜産兵庫」の編集（定款第４条第７号） 

畜産生産者、関係機関・団体職員をはじめ一般読者に対して、全農兵庫が発

行する畜産に関する情報誌「畜産兵庫」の編集業務を行った 

 

２．地域畜産振興事業（定款第４条第１号、第５号、第６号） 

県内畜産業の振興を図るための諸事業を円滑に実施するため、事業実施者及

び畜産経営者に対して事業の周知並びに情報の提供を行うとともに、事業の

適正な実施を図るための支援を行った 
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Ⅲ 収益事業等（その他の事業） 

１ 会員が行う畜産に関する業務の指導に関する事業（他１） 

１．畜産関係団体調整機能強化事業（定款第５条第１２号） 

（１）畜産の仲間づくり 

県内の畜産に携わる女性ネットワークや後継者組織の育成のため会議を開催

していたが、新型コロナウイルス感染症のまん延防止のため中止し、関係者に

資料の配布を行った 

（２）畜産経営相談窓口整備 

生産者等からの各種相談にワンストップで対応するための相談窓口の設置並

びに対応する役職員のスキルアップを図った 

（３）地方競馬開催支援促進 

地方競馬の振興を図るため園田・姫路競馬での開催を支援した 

 

２ 畜産経営の安定のための相互扶助に関する事業（他２） 

１．家畜防疫互助基金造成等支援事業（定款第５条第５号） 

口蹄疫やＣＳＦ（豚熱）等の海外悪性伝染病の侵入に備え、生産者自らが

積み立てを行い、発生時の損害を互助補償する仕組みに国が補助し、発生時

の防疫活動の推進を図った 

契約戸数 307戸 契約頭数 57,131頭（牛43,482頭、豚13,649頭） 

 

３ 登録業務の代行に関する事業（他３） 

１．家畜登録業務等事業（定款第４条第１１号） 

（１）家畜登録・登記に関する業務 

（２）家畜改良情報の収集・提供 

２．農場認証等事業（定款第４条第１号、第８号） 

（１）農場認証・登録等に関する指導 

（２）情報の収集・提供 

 

Ⅳ 附属明細書 

特記すべき事項なし 

 


